


















ます。ビジョン 150、すなわち 150 周年、今、早稲田大学は 130 年ですから、今から 20 年後に
ついてです。ビジョン 150 というものを昨年（2012）年 11 月に発表いたしました。「早稲田ビ
ジョン 150」は、創立 150 周年、2032 年を念頭に置き、言いかえますと、今生まれた子どもたち
がちょうど早稲田大学で学んでいる、そのときに早稲田大学はどういう姿であるべきかというこ
とを考えているものであります。
　この中の一つ目としては、基本的な学生像は、今も変わらないのですけれども、いわゆる世界
に貢献する高い志をもった学生が集う大学だということ。それから、二つ目に研究面で言えば、
世界の平和と人類の幸福の実現に貢献する研究が行われていること。三つ目としては、卒業生と
の関係。四つ目としては、大学のガバナンスの関係などがあります。そういう四つの面から、今
から 20 年後の早稲田大学を念頭に置きながら、それに向かって一歩一歩進めていこうというこ
とを行っているわけです。
　たとえば、世界に貢献する高い志をもった学生ということになりますと、英語はもとより、む
しろ現地語もできるような学生を育てようではないかと。そのために、早稲田大学は国際化戦略
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をますます進めていかなければならないということで、たとえば留学生１万人計画というような
こともこの中にうたわれています。こういうことで、早稲田大学は、これからさらに日本の、ま
たはアジアのリーディングスクールとして世界に貢献していきたいと考えているわけです。
　本日は、この中の研究面ですけれども、こういったアカデミック・フォーラムというような形
で、早稲田の研究が世界に、世の中に開かれていくということは非常に重要なことだと思います。
　私は、本日の「企業の『社会的責任』を考える」というアカデミック・フォーラムの研究また
は討論が、言ってみれば皆様方が本日来てよかったとお感じになるような会合になると確信して
おります。ぜひ最後までおつき合いいただきたいと思います。本日は皆様、本当にお忙しい中お
集まりいただきまして、どうもありがとうございます。
　私の挨拶は以上といたします。どうもありがとうございました。
